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　社協八束支所は、手作りマスクを11名の配食ボラン
ティアに4月17日から順次配布しました。
　マスク作りに協力いただいた、石賀真美さん（八束
在住、写真右下）に、きっかけやマスクに込めた思い
などお話を伺いました。

　配食ボランティアの山田さん(写真右上）は「ええの
を作ってくれとるなぁ」と、マスクをつけて利用者にお
弁当を届けに社協を出発しました。
　 「お弁当を届けた時、利用者さんが元気な顔を見せ
てくれると安心します。この活動から高齢者の様子や困
られていることに気づくことがあり、その都度、社協に
報告や相談をしています」と話される山田さん。
　安心して暮らせるまちづくりに向けた地域の福祉活動
は、ボランティア一人一人の活動に支えられています。【石賀さん】

　八束支所から4月上旬に「配食ボランティアが
お弁当を届ける時に使うマスクを作って欲し
い」と相談がありました。
　普段、子どものカバンや布マスクをフリーマー
ケットに出品しており、マスク作りなら自分にも
できるボランティア活動だと思いました。
　マスクの購入ができにくいこの時期に、ボラ
ンティアの方々に安全に活動してもらえたらいい
と思い、作りました。
　男性用と女性用でサイズや生地の色を変えた
り、鼻の部分にワイヤーを入れるなど、工夫して
作りました。
　仕事や育児もあり、これまで社協との関わり
があまり無かったのですが、これをきっかけに、
自分にできる範囲のボランティア活動をしていけ
ればと思っています。

↑手作りマスクを身につけてお弁当を届ける配達ボランティア、山田隆文さん(右)【八束】

↑マスクを手渡す石賀さん（左）と受けとる御船専門員（右）

いつも
ありがとう

配食ボランティアに手作りマスク配布

　地域を支える
ボランティア活動
　地域を支える
ボランティア活動

→次頁、関連記事
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　真庭市が実施する高齢者等給食サービス事業
は、在宅の概ね65歳以上の単身者世帯、高齢者世
帯等で食事の調理が困難な安否確認が必要な方
を対象に給食をお届けするサービスです。
　社協は、北房･勝山･湯原･蒜山地域(中和･八束･
川上)でこのサービスを行い、92名（4月末現在）が
利用しています。
　お弁当作りは、各地域の業者と八束地域はボラン
ティアグループ「八束給食ボランティアの会」にお願
いしています。
　月曜から金曜日（地域により異なります）の昼食を
お届けし、利用料は、一食当たり450円です。
＊利用には真庭市高齢者支援課への申込が必要
です。【お問合せ】社協：0867-42-1005

食の支援と見守り
～高齢者等給食サービス事業～

　平成元年から、週2回、
お弁当作りをしています。
22名が協力し活動してい
ます。ご利用者が喜んでく
れるから、今まで続けてこ
られました。

　彩りが良く美味しいです。毎日、お弁当に
入っているものが違うので、何がくるか楽しみ
に待っています。　
　お弁当を持って来
てくれる方と一言二
言、話をするのが楽
しみです。

ひとり暮らし92歳 女性（湯原）

　歩くのが大変なので、台所で料理を作ったり弁
当を買いに出るのが難しく、困っていました。自宅
まで配達してくれるこのサービスは、助かります。
お弁当は魚などのおかずがしっかり入っていて、
いつもおいしく食べています。
　また、配達の際に、声をかけてくれることが、あ
りがたいです。一人暮ら
しだから、誰とも話をし
ないときがあるので、
ちょっと声をかけてもら
うことで、気分が良いよ
うに思います。

ひとり暮らし91歳 男性（勝山）

↑まごころを込めて調理「八束給食ボランティアの会」

ご利用者からの

ありがとう！

ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
を
大
き
く
リ
メ
イ
ク
★

　

ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク(

サ
イ
ズ
縦
9.5
㎝×

横
13.5
㎝)

を
鼻
か
ら

顎
ま
で
カ
バ
ー
す
る
プ
リ
ー
ツ
マ
ス
ク
に
作
り
直
す
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

①
縫
い
目
を
解
き
広
げ
、上
下
を
中
央
に
左
右
を
中
央
に

突
き
合
わ
せ
折
っ
た
後
、横
半
分
に
た
た
む
。

②
上
下
3.5
㎝
に
印
を
つ
け
、各
１
㎝
の
ヒ
ダ
を
向
か
い
合
う

よ
う
に
作
る
。ひ
だ
を
ク
リ
ッ
プ
な
ど
で
止
め
て
お
く
。

③
12
㎝×

５
㎝
の
布
を
２
枚
準
備
す
る
。

②
と
中
表
に
し
、左
右
両
端
１
㎝
の
部
分

を
縫
う
。裏
返
し
て
、上
下
の
縫
い
し
ろ

を
折
り
こ
み
、左
右
は
三
つ
折
り
に
し
て

両
端
１
㎝
を
縫
う
。両
端
の
穴
に
耳
ひ
も

を
通
し
て
完
成
で
す
。

突き合わせる

突き合わせる

横半分にたたむ。
およそ
縦14㎝×横16㎝

両端から１㎝を
縫います。

上下を折りこみ、左右は
三つ折りにして縫います。

ひだが膨らんでい
る方が表です。
およそ
縦10㎝×横16㎝

★アイロンをあてな
がら作業すると綺麗
に仕上がります。

完成品！！

「八束給食ボランティアの会」から



【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
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【
本
　
所
】

富
永
　
　
寛（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

富
永
　
　
寛（
久
　
世
　
忌
明
け
）

木
村
　
道
之（
樫
　
西
　
玉
串
料
）

山
根
　
広
義（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

【
北
房
支
所
】

前
田
多
賀
子（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

坂
本
　
　
肇（
上
呰
部
　
香
典
返
し
）

南
　
　
實
登（
五
　
名
　
見
舞
返
し
）

【
落
合
支
所
】

下
山
　
裕
昭（
日
　
名
　
香
典
返
し
）

石
原
　
　
徹（
　
関
　
　
香
典
返
し
）

井
元
　
康
夫（
田
　
原
　
香
典
返
し
）

田
中
　
俊
彦（
鹿
　
田
　
香
典
返
し
）

田
淵
　
富
子（
古
　
見
　
見
舞
返
し
）

吉
田
　
博
昭（
西
河
内
　
香
典
返
し
）

谷
口
　
素
嗣（
古
　
見
　
見
舞
返
し
）

谷
口
　
素
嗣（
古
　
見
　
香
典
返
し
）

谷
口
　
素
嗣（
古
　
見
　
忌
明
け
）

大
槙
富
美
男（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

赤
田
　
憲
昭（
下
市
瀬
　
香
典
返
し
）

杉
本
　
秀
聡（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

國
米
　
恒
宏（
　
影
　
　
香
典
返
し
）

岸
　
み
や
子（
日
野
上
　
見
舞
返
し
）

亡
谷
口
時
江

實
村
　
芳
夫（
中
河
内
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

初
本
　
芳
幸（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

富
永
　
隆
弘（
勝
　
山
　
忌
明
け
）

山
﨑
　
　
司（
高
田
山
上
　
香
典
返
し
）

小
山
　
卓
己（
横
　
部
　
香
典
返
し
）

苦
田
　
　
昇（
柴
　
原
　
香
典
返
し
）

沼
田
　
淨
司（
月
　
田
　
見
舞
返
し
）

影
山
　
政
昭（
神
　
代
　
香
典
返
し
）

影
山
　
政
昭（
神
　
代
　
忌
明
け
）

松
尾
　
龍
人（
月
田
本
　
香
典
返
し
） 

竹
内
　
浩
悟（
　
組
　
　
忌
明
け
）

勘
藤
　
邦
明（
月
　
田
　
忌
明
け
）

勘
藤
　
　
守（
月
　
田
　
忌
明
け
）

【
美
甘
支
所
】

安
田
　
祐
二（
延
　
風
　
忌
明
け
）

白
石
　
　
豊（
美
　
甘
　
香
典
返
し
）

【
湯
原
支
所
】

伊
井
　
邦
雄（
見
明
戸
　
忌
明
け
）

渡
辺
　
敏
子（
仲
　
間
　
香
典
返
し
）

故
中
山
　
絹
代

中
山
　
春
樹（
豊
　
栄
　
香
典
返
し
）

【
中
和
支
所
】

入
澤
　
文
博（
大
阪
府
　
香
典
返
し
）

小
谷
　
千
寿（
蒜
山
別
所
　
忌
明
け
）

【
八
束
支
所
】

津
田
　
貞
子（
蒜
山
富
山
根

　
香
典
返
し
）

脇
田
　
博
子（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

丸
山
　
昭
博（
蒜
山
下
福
田

　
忌
明
け
）

加
藤
　
静
郎（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

磯
川
　
　
毅（
蒜
山
上
長
田

　
見
舞
返
し
）

合
　
計

五
十
六
万
五
千
円

寄
付
金 

四
月
三
十
日
〆

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

きょうちゃんのお知らせリレーお知らせリレー 僕の着ぐるみ、着ぐるみ帽子
貸出できます!

ゴーグルは、「地域へ出ていく社協職
員」を、ゴーグルのハートは、「住民の心を
見る社協」をイメージしているよ♡

心配ごと相談所（6月の予定）※相談は無料、予約は不要です。

北房（真庭市役所北房振興局）

落合（落合老人福祉センター）

久世（真庭市役所本庁舎）

２５日（木）

１１日（木）

２４日（水）

9時～12時

勝山（勝山保健福祉センター）

美甘（真庭市役所美甘振興局）

湯原（湯原保健福祉センター）

中和（中和デイサービスセンター）

５日（金）

９日（火）

１８日（木）

５日（金）

9時～12時

9時～12時

13時～16時

※秘密は固く守られます。電話（0867）42－1005

　社協の「きょうちゃん」を紹介します!!
 「きょうちゃん」は、真庭市社協のPRキャラクターで
す。平成30年2月に誕生以来、イベントに参加する
など、広報活動に取り組んでいます。
　名前は、社協の“きょう”と「お年寄りから赤ちゃん
まで、みんなが協力していい町を作れるように」とい
う想いを込めて、名づけられました。住民や福祉団
体、医療・福祉・行政等関係機関と共に、市内の福
祉充実に向けた取り組みを行っている社協にぴっ
たりの名前です。
　 「きょうちゃん」は、真庭市の青い空とジャージー
牛、首元のストールは、山々の美しい緑をイメージし
ています。
　次号から、このコーナーでは、地域福祉活動を住
民の皆さんと一緒に進めている職員から、活動のお
知らせをします。お楽しみに!!



4

第　　182　　号 2020年（令和２年）６月１日真 庭 市 社 協 だよ り

発
行
所
：
社
会
福
祉
法
人
 真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
7
1
9
-3
2
0
1
　
真
庭
市
久
世
2
9
2
8
　
T
el
 0
8
6
7
-4
2
-1
0
0
5
　
Ｆ
ax
 0
8
6
7
-4
2
-2
2
6
3

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
h
tt
p
:/
/w
w
w
.m
an
iw
a-
sh
ak
yo
.o
r.
jp
  
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 E
-m
ai
l:
m
.s
h
ak
yo
@
gm
ai
l.
co
m

20
20
.6
.1
　
Ｎ
Ｏ
.1
82

「
黄
色
い
旗
運
動
」

「
黄
色
い
旗
運
動
」

〜
近
所
同
士
で
見
守
り
活
動
〜

代表 
辻 祐子さん
(湯原 釘貫小川）

元気の印
黄色の旗

広報担当の
つぶやき

新型コロナウイルス感染症の影響で使い捨てマスクが入手困難な時期、ボランティアさ
んが手作りマスクを社協職員にと贈ってくださいました。皆さんの様々な力に支えられて
いることに感謝しています。

真庭市社協HP

地
域
の
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る

集
い
の
場

　「
み
な
く
る
は
う
す
」

　
湯
原
に
オ
ー
プ
ン
★

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
集
い
の
場

「
み
な
く
る
は
う
す
」
が
、
4
月
、
湯
原

地
域
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
代
表
の
辻

祐
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  -

地
域
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の

方
が
、
出
か
け
る
機
会
も
少
な
く
、
家
で

過
ご
す
方
が
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
が
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
地
域
で
気
軽
に
集
う
所
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
に
通
っ
て
来
る
こ
と
で
元
気

に
な
り
最
後
ま
で
自
分
の
家
で
過
ご
せ
る

の
で
は
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
よ
り
、
開
設
に
向
け
て
友
人
や
知
人
に

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

-

誰
で
も
来
た
い
時
に
来
て
、
帰
り
た

い
時
に
帰
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
茶
を
飲

ん
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
自
由
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

火
・
金
曜
日
は
、
真
庭
市
が
勧
め
て
い

る
「
げ
ん
き
輝
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
や
「
貯

筋
体
操
」
な
ど
、認
知
症
予
防
と
筋
力
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。   

　

ま
た
、「
家
で
一
人
に
い
る
と
喋
る
こ
と

も
な
く
、
声
も
出
な
く
な
る
」
と
い
う
方

も
お
ら
れ
、
歌
を
唄
う
こ
と
で
大
き
な
声

が
出
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
歌
も
積
極
的

に
唄
っ
て
い
ま
す
。

　

-

人
生
100
年
時
代
に
向
け
て
、
少
し
で

も
元
気
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
の
介
護
予

防
や
生
き
が
い
、
元
気
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
元
気
の
輪
が
真
庭
市
内
全
体
に

広
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
！

開設日：平日(月～金曜日)
時　間：9:30～16:30
場　所：禾津228（旧教員住宅）
参加費：1日200円(お茶代）

北
房
支
所
通
信

　

北
房
上
水
田
の
西
谷
自
治
会
で
は
、
平

成
29
年
の
８
月
か
ら
お
互
い
に
見
守
る
「
黄

色
い
旗
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
各
住
宅
の
軒
下
に
、
毎

日
朝
か
ら
夕
方
ま
で
黄
色
い
旗
を
掲
げ
て

「
今
日
も
元
気
で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
周
辺
に
伝
え
る
も
の
で
す
。
旗
が
掲

げ
ら
れ
て
い
な
い
、
夜
に
な
っ
て
も
掲
げ
ら

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
、
気
づ
い
た
近

所
の
人
な
ど
が
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

　

発
起
人
の
ひ
と
り
で
地
区
社
協
「
上
水

田
ふ
れ
あ
い
助
け
あ
い
隊
」
の
会
長
で
も

あ
る
西
谷
勝
男
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

 

◇
活
動
の
き
っ
か
け

　

-

西
谷
自
治
会
は
、
現
在
、
15
世
帯
に

38
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
は

48
％
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
住
民
同

士
の
見
守
り
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と

こ
ろ
、
あ
る
資
料
で
津
山
市
に
こ
の
運
動

を
行
っ
て
い
る
地
区
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
自
分
達
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た

こ
と
で
す
。

 

◇
活
動
を
始
め
た
時
の
こ
と

　

-

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
、
見
守
り
が
必

要
な
世
帯
だ
け
が
旗
を
掲
げ
て
い
る
と
、

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
の
標
的
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
為
、
地
域
全
体
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
、
全
世
帯
に
協
力
の
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
旗
の

購
入
に
つ
い
て
地
区
社
協
な
ど
に
補
助
の

お
願
い
を
し
ま
し
た
。

 

◇
地
域
の
方
か
ら
の
声

　

-

「
旗
が
立
っ
て
い
る
か
普
段
の
生
活
の

中
で
自
然
と
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
旗
が
出
て
い
な
け
れ
ば
、
少
し
声

を
掛
け
て
み
よ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
に
か
け
て
く
れ

て
い
る
と
思
う
と
心
強
い
」
な
ど
の
話
を

聞
い
て
い
ま
す
。

 

◇
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

-

多
く
の
方
の
理
解
を
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
、
今
は
西
谷
自
治
会
の
み
の
活
動

で
す
。
今
後
、
上
水
田
地
区
全
体
に
こ
の

活
動
が
広
が
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
福
祉
」
は
成
果
が
目
に
見
え
る
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
に
よ
っ
て
「
倒
れ
て
い
た
人
が
発
見

で
き
た
」
と
い
う
よ
う
な
目
に
見
え
る
成

果
は
無
く
て
も
、
地
域
に
一
体
感
が
生
ま

れ
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
で
も
安
心
で
き

る
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

↑「みんなが来れる家」
　という思いを込めて命名。

★
集
い
の
場
を
作
っ
た
き
っ
か
け

★
今
後
に
向
け
て

★
ご
利
用
者
の
様
子
に
つ
い
て


